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緒言:  核医学診断装置用途や地下資源探索の要請から、大発光量、高検出効率、高速減衰の無機シ

ンチレータが求められている。我々は現在 PET 用シンチレータとして使用されている Gd2SiO5:Ce 
(GSO:Ce)と元素組成比の異なり､より発光量が大きい酸化物である Gd2Si2O7:Ce (GPS:Ce)の開発を進

めている｡我々は SPECT 装置や地下資源探査への応用を目指した GPS:Ce の大型単結晶合成のため、

溶融挙動の検証[1]と Top Seeded Solution Growth (TSSG) 法による単結晶合成を行ってきた[2]。本発表

では低 Ce 濃度の GPS:Ce 単結晶を TSSG 法で合成した結果とアニールによるシンチレーション特性

の改善について報告する｡ 
実験:  Gd2O3、SiO2 (純度 5N)、CeO2 (純度 4N)の粉末を Gd2Si2O7:Ce (Ce=2.5 mol%)の組成で混合し

た。アパタイト相の晶出抑制のため原料中の SiO2 の比率を量論組成より 1.3 mol% 過剰とした。混

合した原料を大気中 1650℃で 6 時間焼結した後、

酸化物単結晶引き上げ装置 (TA-0261; テクノ

サーチ )を用いて合成を行った。種結晶には

GPS:Ce 単 結 晶 を 用 い 、 引 き 上 げ 速 度 は

0.3-0.5mm/hとした｡るつぼからの SiO2蒸発抑制の

ため、窒素に微量の酸素を添加した雰囲気を選択

した。合成後の結晶全体に黄色い着色が見られた

ため管状炉を用いて窒素雰囲気中 1200℃で 12 時

間のアニールを行った。同試料に対して光励起、

蛍光スペクトル測定、透過スペクトル測定、137Cs
からの 662keVγ線に対する応答測定を行った。 
実験結果:  TSSG 法により直径 30mm 程度､引き

上げ長 40mm 程度の GPS:Ce を得た｡引き上げ開始

から 30mm 程度までは透明であり、下部には組成

的過冷却による白濁が見られた｡As Grown 時に見

られる黄色い着色は窒素中アニールによりほぼ消失した。合成結晶から 5×5×5 mm 程度の小片を

切り出し､全面光学研磨を施した。透過スペクトルの比較により、発光に影響する 400nm 近傍の吸

収がアニールにより減少することを確認した。図 1 に 662keVγ線入射時のパルス波高スペクトルを

示す。正確な発光量測定のため光電子増倍管からの信号を直接オシロスコープで記録し､積分したと

ころ GPS:Ce は 市販の NaI:Tl (応用光研､パイレックス透過窓) 比 1.6 倍の発光量を示した。今後は

回転数制御による白濁抑制と石油資源探索のための高温特性評価を行っていく｡また応用として焼

結法により合成した結晶を膜厚 100μｍ程度のプレート状に加工し、位置検出器と組み合わせたア

ルファ線検出器、中性子検出器開発を進めている｡ 
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図 1.  662keVγ線に対する各シンチレータの

パルス波高スペクトル測定例。GPS:Ce
は実使用に近い条件で NaI:Tl 比 1.6 倍の
発光量を示した｡ 
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